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２ (1)から(5)の問題を解く前に，問題文を読んでわかることをきちんと整理しましょう。

実験３により，Ｃは都市ガスの主成分であるメタンで，Ｄは燃えるために必要な酸

素であることがわかります。

メタンが燃えると二酸化炭素と水ができますから，Ｅは二酸化炭素です。

実験４により，Ａは塩化水素で，Ｅは二酸化炭素であることがわかります。

また，実験２により，ＡとＢは中和したことがわかるので，Ａが塩化水素ならＢは

水に溶けるとアルカリ性になる気体（恐らくアンモニア）であることがわかります。

Ａ 塩化水素 Ｂ 恐らくアンモニア Ｃ メタン Ｄ 酸素 Ｅ 二酸化炭素

実験１の水に溶ける気体 3種類というのは，Ａ・Ｂ・Ｅのことで，青色リトマス紙

を赤く変える酸性であるのがＡ（塩酸）とＥ（炭酸水），赤色リトマス紙を青に変える

のがＢ（恐らくアンモニア水）です。

(1) 水に溶けるのはＡ・Ｂ・Ｅですから，水に溶けないのはＣ・Ｄです。

(2) 上記の説明通り，答えはＡ・Ｅです。

(3) Ａは塩酸で，Ｅは炭酸水です。

塩酸は強い酸性で，炭酸水は弱い酸性ですから，答えはＡです。

(4) 上記の説明通り，答えはＢです。

(5) 「酸素」では×です。ひらがなで答えるのですから，答えは「さんそ」です。


